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参考１（１）

（１）高速自動車国道の現状

現在、整備計画が策定された区間９，３４２ｋｍのうち、７，６４１ｋｍを供用
しており、これは全体計画の６６％に相当する。

計画策定状況 （平成２１年４月１日現在）

７，６４１ｋｍ

（ ６６％）

供 用 延 長

（ｄ）

９，３４２ｋｍ

（ ８１％）

整備計画策定延長

（ｃ）

１０，６２３ｋｍ

（ ９２％）

基本計画策定延長

（ｂ）

１１，５２０ｋｍ

（１００％）

予 定 路 線 延 長

（a）

１，７０１ｋｍ
事業中延長

（ｃ）－（ｄ）

１，２８１ｋｍ
基本計画区間延長

（ｂ）－（ｃ）

８９７ｋｍ
予定路線区間延長

（a）－（ｂ）

注

うち会社整備区間 ９１５ｋｍ
うち国整備区間 ７８６ｋｍ

注

高速自動車国道について
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（都 市 計 画 ） 
（環境影響評価）

高速自動車国道の整備について

基本計画の決定 
（国土交通大臣） 

予定路線 
（ 法 定 ） 

国土開発幹線 
自動車道建設会議 

会長：委員の互選より選出 

委員：衆・参国会議員 

   学識経験者 

･建設線の区間 

･建設線の主たる経過地 

･標準車線数 

･設計速度 

･道路等との主たる連結地 

･建設主体 

国土開発幹線自動車道建設法 
(第５条)   〔10,623km〕 

高速自動車国道法 
(第５条)   〔 9,342km〕

国土開発幹線 
自動車道建設会議 

･経過する市町村名 

･車線数 

･設計速度 

･連結位置及び連結予定施設 

･工事に要する費用の概算額 

･その他必要な事項 

※  整備計画の決定にあたっては、あらか

じめ、関係都道府県等の意見を聴取 

整備計画の決定※ 
（国土交通大臣） 

国土開発幹線自動車道建設法 
(第３条)   〔11,520km〕 

（２）高速自動車国道の整備について



「経済危機対策」（平成21年4月10日） （抄）

「経済危機対策」に関する政府・与党会議、経済対策閣僚会議合同会議決定

II 成長戦略

３．底力発揮・２１世紀型インフラ整備

（３）地域連携と競争力強化の基盤整備

○「国土ミッシングリンク」の結合（三大都市圏環状道路整備、主要都市間の

規格の高い道路等）

・三大都市圏環状道路、主要都市間の規格の高い道路、拠点間・地域都

市間のアクセス改善となる道路、スマートインターチェンジの整備等

・国幹会議の議を経て外環等を整備計画に位置づけ

III「安心と活力」の実現－政策総動員

２．安全・安心確保等

（３）防災・安全対策

○交通の安全確保対策

・国幹会議の議を経て高速道路の安全対策（暫定二車線区間のうち、交

通量が多く、渋滞・事故多発区間を四車線化等）

３．地方公共団体への配慮

◇本対策における公共事業等の追加に伴う地方負担の軽減を図り、地方公

共団体が国の施策と歩調を合わせ、地域における公共投資を円滑に実施

することができるよう、補正予算債による対応に加え、各地方公共団体の

負担額 等に応じて配分する「地域活性化・公共投資臨時交付金（仮称）」

を交付する。

参考２



債務返済見通しの概略試算について

参考３

＜債務返済見通しの概略試算にあたっての前提条件＞

１．機構

① 平成19年決算に基づく、平成20年4月1日現在の高速道路（全国路

線網）の債務残高は約26.6兆円（有利子債務約24.7兆円、出資金2.0

兆円）。 ※四捨五入の関係で端数が合わない。

② 将来の調達コストは現在の調達金利の推移を考慮し、以下のとおり

想定（会社も同率）。

（H20～22まで：1.70％、H23：1.95％、H24：2.5％、H25：3.0％、

H26：3.5％、H27以降：4.0％（現行の将来調達金利と同一））

２．会社

① H17センサスに基づき国土交通省が算出した新たな交通需要（平成

20年11月公表）、現行の料金体系・料金水準・割引制度をもとに既存の

時間帯割引の実績を考慮して基準年次の料金収入を算出した。中間

年次の交通量は、現況交通動向や新規供用による延長の伸び等を

考慮して概略的に補間。

② 建設費、修繕費及び計画管理費は、近年のコスト削減実績を踏まえ

つつ、平均約３％のコスト削減を前提に試算。

③ 機構への貸付料については、上記前提に基づく想定値を計上。

３．機構及び会社

利便増進事業については、収支中立であることから、本試算には利

便増進事業は反映していない。

高速道路の債務返済について、以下の前提条件で試算を行った結果、
償還満了は民営化後４４年９ヶ月。



対象区間（案）の現状等

　（１） 新たに整備計画を策定する対象区間（案）の現状等

渋滞・環境 交通安全 地域間交流・観光 医療 物流 防災

・東京23区の渋滞損失時間は
全国の1/3を占める

・東京23区の交通のうち、16%
は東京に用のない交通

・整備により、関越道～東名
高速間の所要時間は、約60
分→約12分に大幅短縮

・東京都の生活道路における
死傷事故率は、全国ワースト2
位

・環状８号線に並行する生活
道路では、交通事故発生率が
都内平均の5倍以上

・東京都の救急車出動回数は
全国で最も多く1,900件/日

・救急搬送にかかる時間は平
均43分と全国ワースト１位

・都心部での配送時に約４割
の事業者が荷物遅延の経験、
約９割の事業者が外環を希望
（東京・埼玉・神奈川のトラック
事業者へのアンケート結果）

・首都圏直下地震等の大規模
地震など災害発生時の避難
や救助、その後の復旧活動
に、安定した交通確保が可能

・環状全通により、二酸化炭
素排出量が約30万t/年削減
（沿線7区市（約200km2）の1.5
倍の植林に相当）

東関東自動車道
水戸線

（潮来～鉾田）

・並行する国道51号に、通過
交通や大型車交通が集中（大
型車混入率約26%）

・重要港湾群（鹿島港、茨城
港）並びに国際拠点である成
田国際空港、茨城空港へのア
クセス強化

・潮来市～水戸医療センター
の所要時間が63分→50分に
短縮

・鹿島港への3時間到達圏域
面積が1.5倍に拡大

・想定される東京湾北部地震
により、常磐道が被災し通行
不能となった場合、代替ルー
トとして機能

名古屋環状２号線
（名古屋西～飛島）

・名古屋高速による環状内の
混雑時通過時間が約50分→
約25分に半減

・並行する国道302号の最大
渋滞長1,250m

・環状全通により、二酸化炭
素排出量が約45万t/年削減
（名古屋市の1.3倍の植林に
相当）

・愛知県の交通事故死者数は
４年連続全国ワースト１位

・名古屋市内の幹線道路にお
ける死傷事故率は全国平均の
約２倍

・名古屋２環が直結する名古
屋港は、「スーパー中枢港湾」
に指定され、総取扱貨物量及
び外国貿易額は全国1位

・濃尾平野は、我が国最大の
ゼロメートル地帯であり、浸水
発生時においても緊急輸送
道路として活用可能

日本海沿岸東北
自動車道

（酒田みなと～遊佐）

・並行する国道7号の死亡事故
率は、全国平均の3.8倍

・秋田間～酒田市間の所要時
間:約120分→約70分に大幅
短縮、酒田市～新潟市間の
所要時間:約300分→約110分
に大幅短縮
（※残る未開通区間全てが整
備された場合と現況の比較）

・三次医療施設の60分カバー
圏人口が約152万人→約156
万人に増加

・遊佐町から日本海総合病院
への搬送が、約32分→19分に
短縮

・重要港湾である酒田港の1
時間到達圏域が1,760km2→
2,710km2に、1.5倍に拡大

・並行する国道７号県境部の
線形不良箇所における通行
止めにより、広域迂回が発生
（距離100km、2時間の増）

東京外かく
環状道路

（関越～東名）

参考４（１）



　（２） ４車線化を行う対象区間（案）の現状等

渋滞回数
（回）

通行止め
時間
（時間）

死傷事故率
（件/

億台キロ）

死亡事故
件数
（件）

負傷事故
件数
（件）

関越道上越線
（信濃町～上越ＪＣＴ） 57 9 7.2 14 86

冬季の降雪による登坂
不能車両による通行止
め　等

東関東道館山線
（木更津南ＪＣＴ～
富津竹岡）

109 166 7.8 1 8
第三次救急医療施設
（君津中央病院）への
アクセス向上　等

東海北陸道
（白鳥～飛騨清見） 21 100 4.3 4 31

行楽シーズンの渋滞
緩和による観光支援
等

近畿道紀勢線
（御坊～南紀田辺） 57 141 6.0 3 27

東南海・南海地震による
津波発生時の代替ルー
ト機能強化　等

四国横断道
（鳴門～高松市境） 35 63 4.3 10 64

本四経由等の高速バス
交通の円滑化による地
域間交流支援　等

九州横断道
長崎大分線

（長崎～長崎多良
見）

7 - 5.0 0 7
拠点間（長崎空港～
長崎駅）のアクセス強化
等

※死亡事故件数、負傷事故件数は、暫定2車線として供用以降の会社ﾃﾞｰﾀより集計

※通行止め時間は、工事または事故のためによる完全通行止め時間であり、H19の会社ﾃﾞｰﾀより集計

※死傷事故率、死亡事故率は、H17～H19の会社ﾃﾞｰﾀより集計

その他

※渋滞回数は、H17～H19の３年分の会社ﾃﾞｰﾀより集計

渋滞・定時性 交通安全

参考４（２）



４．報告事項

（１ 「抜本的見直し区間」について〔参考－５参照〕）

平成１５年１２月２２日政府与党申し合わせにおいて 「近年の経済社会状、

況や交通量実績等を反映し、厳しく将来交通量を精査するとともに、費用対

便益に加え、採算性やその他外部効果を含めた厳格な評価の結果を踏まえ、

整備のあり方を抜本的に見直す 」とされた５区間１４３ｋｍの「抜本的見直。

」 、 。 、「 ． 」し区間 については 次のとおり取り扱うこととする なお ３ 審議事項

については、この取り扱いを前提としている。

１）新直轄区間（３区間１０８ｋｍ）

北海道縦貫自動車道 士別市～名寄市 ２４ｋｍ
しべ つ な よ ろ

北海道横断自動車道 足寄町～北見市 ７９ｋｍ
あしょろ き た み

中国横断自動車道 米子市～米子市 ５ｋｍ
よな ご よ な ご

① 構造・規格の見直し等により、概ね２割程度コストを削減し

（約３５０億円減 、整備計画における概算事業費を変更する。）

（コスト削減前 約１，８４０億円→コスト削減後 約１，４９０億円）

、 、② 当面 並行する一般道路が道路構造等から隘路となっている区間など

緊急に整備すべき次の２区間について着工し、その他の区間は、当面着

工しない（当面の事業費は、コスト削減前事業費と比べ概ね７割削減

（約１，２４０億円減 。））

・北海道縦貫道 士別市南 町 東～士別市多寄町（１２ｋｍ）
しべ つ みなみまちひがし し べ つ たよろちょう

〔士別市街地の迂回〕
しべ つ

・北海道横断道 陸別町小利別～北見市（２８ｋｍ）
りくべつちょうしょうとしべつ き た み

〔道路構造上の隘路の迂回〕

２）第二名神（２区間３５ｋｍ）

近畿自動車道 大津市～城 陽市 ２５ｋｍ
おお つ じょうよう

近畿自動車道 八幡市～高槻市 １０ｋｍ
やわ た たかつき

① 構造・規格の見直し等により、３５％を超えるコストを削減し

（約３，８００億円減 、整備計画における概算事業費を変更する。）

（ ， ， ）コスト削減前 約１０ ６００億円→コスト削減後 約６ ８００億円

② 主要な周辺ネットワークの供用後における交通状況等を見て、改めて

事業の着工について判断することとし、それまでは着工しない。

③ ①及び②を前提として、会社が整備する区間とする。

これらの区間の扱いについては、次回以降の国幹会議に報告する。

参考５(１)
抜本的見直し区間の現況
（１ 「抜本的見直し区間」について）

第２回国幹会議資料（抜粋）
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士別多寄付近

交通の円滑化・市街地での
交通事故防止を図る上で、
士別市街地の通過交通を
迂回させる必要がある

 舗装補修工事
L=2.6km

 舗装補修工事
L=2.0km

 舗装補修工事
L=0.7km

（２）北海道縦貫自動車道（士別～名寄）
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(仮)北見IC

(仮)陸別IC

足寄IC

　　　　　　　　　　　　　：H20年度実施
　　　　　　　　　　　　  ：H21年度予定
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現道を利用するのに比べて
大幅な走行時間短縮（約23分）、
走行距離短縮（13km）が図れる。
曲線半径150m以下の平面線形、
5％以上の縦断勾配など、
道路構造上の隘路が現道に存在。

歩道拡幅工事
L=0.6km

（３）北海道横断自動車道（足寄～北見）

参考５（３）



（４）新名神高速道路（大津～城陽、八幡～高槻）

参考５（４）

高槻
IC・JCT

城陽
IC・JCT

八幡
IC・JCT

大津
JCT

H20.2供用

H20.6供用

抜本的見直し区間
Ｌ＝２５ｋｍ

H20.1供用

抜本的見直し区間
Ｌ＝１０ｋｍ

H28年度供用予定H21年度供用予定

H30年度供用予定
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高規格幹線道路の点検結果　

費用便益比（Ｂ／Ｃ）の点検結果（平成２１年３月３１日公表資料　抜粋）

全体事業費
(億円)

計画交通量
(台／日)

Ｂ／Ｃ

北海道開発局
北海道縦貫自動車道
(七飯～大沼)

北海道 10.0 914 11,600 1.2

北海道開発局
北海道縦貫自動車道
(士別剣淵～名寄)

北海道 24.0 295 4,900 1.6

北海道開発局
北海道横断自動車道根室線
(本別～釧路)

北海道 65.0 1,770 6,100 1.2

北海道開発局
北海道横断自動車道網走線
(足寄～北見)

北海道 79.0 1,072 3,300 1.1

北海道開発局
一般国道２２８号　函館江差自動車道
函館茂辺地道路

北海道 18.0 698 11,400 1.1

北海道開発局
一般国道２２８号　函館江差自動車道
茂辺地木古内道路

北海道 16.0 849 13,200 1.1

北海道開発局
一般国道２３３号　深川留萌自動車道
幌糠留萌道路

北海道 13.0 285 7,200 1.1

北海道開発局
一般国道２３５号　日高自動車道
門別厚賀道路

北海道 20.0 950 12,000 1.4

北海道開発局
一般国道２３５号　日高自動車道
厚賀静内道路

北海道 15.0 482 11,300 2.6

北海道開発局
一般国道２３６号　帯広広尾自動車道
中札内大樹道路

北海道 22.0 276 5,500 1.2

北海道開発局
一般国道４５０号　旭川紋別自動車道
上川上越道路

北海道 18.0 911 11,100 1.6

北海道開発局
一般国道４５０号　旭川紋別自動車道
白滝丸瀬布道路

北海道 16.0 616 12,400 1.9

北海道開発局
一般国道４５０号　旭川紋別自動車道
丸瀬布遠軽道路

北海道 18.0 332 12,000 2.9

東北地方整備局
東北横断自動車道　釜石秋田線
(遠野～宮守)

岩手県 9.0 237 11,600 1.5

東北地方整備局
東北横断自動車道　釜石秋田線
(宮守～東和)

岩手県 24.0 772 9,200 1.3

東北地方整備局
日本海沿岸東北自動車道
(大館北～小坂JCT)

秋田県 14.0 705 5,200 1.2

東北地方整備局
東北中央自動車道
(福島JCT～米沢)

山形県
福島県

28.0 1,549 14,400 1.3

東北地方整備局
日本海沿岸東北自動車道
(温海～鶴岡JCT)

山形県 26.0 1,117 13,800 2.3

東北地方整備局
東北中央自動車道
(米沢～米沢北)

山形県 9.0 334 11,700 1.2

東北地方整備局
東北中央自動車道
(東根～尾花沢)

山形県 23.0 745 22,500 1.7

関東地方整備局
東日本高速道路㈱

一般国道４６８号　首都圏中央連絡自動車道
(川島～五霞)

茨城県
埼玉県

32.3 4,862  34,000～41,900 1.7

関東地方整備局
東日本高速道路㈱

一般国道４６８号　首都圏中央連絡自動車道
(五霞～つくば)

茨城県 39.6 2,634  26,000～34,900 1.3

関東地方整備局
東日本高速道路㈱

一般国道４６８号　首都圏中央連絡自動車道
(つくば～大栄)

茨城県
千葉県

40.0 2,841  20,200～36,900 1.3

関東地方整備局
一般国道２９８号　東京外郭環状道路
(千葉県区間)

千葉県 12.1 5,635  34,000～45,100 1.4

関東地方整備局
一般国道４６８号　首都圏中央連絡自動車道
(大栄～横芝)

千葉県 18.5 1,040 16,600～20,900 1.2

関東地方整備局
東日本高速道路㈱

一般国道４６８号　首都圏中央連絡自動車道
(東金茂原道路)

千葉県 21.6 1,168 21,200～22,200 1.7

備考
点検結果

事業主体
延長
(km)

実施
箇所

事業名

参考６



全体事業費
(億円)

計画交通量
(台／日)

Ｂ／Ｃ
備考

点検結果
事業主体

延長
(km)

実施
箇所

事業名

関東地方整備局
東日本高速道路㈱

一般国道４６８号　首都圏中央連絡自動車道
(茂原～木更津)

千葉県 28.5 2,115 16,700～24,900 1.3

関東地方整備局
中日本高速道路㈱

一般国道４６８号　首都圏中央連絡自動車道
(愛川～八王子)

東京都
神奈川県

16.9 4,076 39,400～40,900 2.1

関東地方整備局
中日本高速道路㈱

一般国道４６８号　首都圏中央連絡自動車道
(茅ヶ崎～海老名)

神奈川県 7.9 2,030  26,400～38,400 1.3

関東地方整備局
中日本高速道路㈱

一般国道４６８号　首都圏中央連絡自動車道
(海老名～厚木)

神奈川県 10.1 2,209  29,000～41,100 1.8

関東地方整備局
一般国道４６８号　首都圏中央連絡自動車道
(横浜湘南道路)

神奈川県 7.5 2,140 39,000 1.7

関東地方整備局
東日本高速道路㈱

一般国道４６８号　首都圏中央連絡自動車道
(金沢～戸塚)

神奈川県 8.9 4,300  44,200～50,300 1.7

北陸地方整備局
日本海沿岸東北自動車道
(荒川～朝日)

新潟県 20.4 753 16,000 1.9

関東地方整備局
中部横断自動車道
(富沢～六郷)

山梨県 28.3 2,004  13,500～17,400 1.2

関東地方整備局
中部横断自動車道
(佐久～佐久南)

長野県 7.8 412 4,600～15,900 1.8

関東地方整備局
中部横断自動車道
(佐久南～八千穂)

長野県 14.6 513 12,300～13,200 2.4

中部地方整備局
一般国道４７４号　三遠南信自動車道
青崩峠道路

長野県
静岡県

13.1 930 4,100 1.1

中部地方整備局
一般国道４７４号　三遠南信自動車道
飯喬道路

長野県 22.1 1,354 16,300 1.8

中部地方整備局
一般国道１５８号　中部縦貫自動車道
高山清見道路

岐阜県 24.7 2,203 14,500 1.3

中部地方整備局
中日本高速道路㈱

一般国道４７５号　東海環状自動車道
(土岐～関)

岐阜県 39.0 4,000 26,000 1.3

中部地方整備局
一般国道４７５号　東海環状自動車道
(関～養老)

岐阜県 44.2 5,100 25,100 1.3

中部地方整備局
一般国道４７５号　東海環状自動車道
(養老～北勢)

岐阜県
三重県

18.0 1,500 14,600 1.4

中部地方整備局
一般国道１号　伊豆縦貫自動車道
東駿河湾環状道路

静岡県 15.0 2,200 39,600 1.9

中部地方整備局
一般国道４１４号　伊豆縦貫自動車道
河津下田道路(Ⅰ期)

静岡県 6.0 260 10,500 1.9

中部地方整備局
一般国道４１４号　伊豆縦貫自動車道
天城北道路

静岡県 6.7 570 20,300 1.9

中部地方整備局
一般国道４７４号　三遠南信自動車道
佐久間道路・三遠道路

静岡県
愛知県

27.9 1,400 10,200 1.2

中部地方整備局
中日本高速道路㈱

一般国道４７５号　東海環状自動車道
(豊田～瀬戸)

愛知県 26.0 2,700 26,200 1.5

中部地方整備局
近畿自動車道紀勢線
(尾鷲北～紀伊長島)

三重県 21.2 951 8,100～8,900 1.3

中部地方整備局
一般国道４７５号　東海環状自動車道
(北勢～四日市)

三重県 14.4 1,300 19,400 1.2

中国地方整備局
近畿地方整備局

中国横断自動車道　姫路鳥取線
(佐用～西粟倉)

兵庫県
岡山県

19.0 613  11,500～14,200 2.0

近畿地方整備局
近畿自動車道　紀勢線
(田辺～すさみ)

和歌山県 38.0 1,968 10,600 1.3

中国地方整備局
中国横断自動車道　姫路鳥取線
(智頭～鳥取)

鳥取県 24.0 952  19,100～23,500 1.9

中国地方整備局
中国横断自動車道　尾道松江線
(三次～三刀屋木次)

島根県
広島県

61.0 1,577  7,000～10,400 1.1

中国地方整備局
中国横断自動車道　尾道松江線
(尾道～三次)

広島県 50.0 1,381  5,200～13,600 1.2

四国地方整備局
四国横断自動車道　阿南四万十線
(阿南～徳島東)

徳島県 17.7 1,404 19,000 1.2



全体事業費
(億円)

計画交通量
(台／日)

Ｂ／Ｃ
備考

点検結果
事業主体

延長
(km)

実施
箇所

事業名

四国地方整備局
四国横断自動車道　愛南大洲線
(宇和島北～西予宇和)

愛媛県 16.3 644 9,000 1.2

四国地方整備局
今治小松自動車道
一般国道１９６号　今治道路

愛媛県 10.3 670 8,600 1.1

四国地方整備局
四国横断自動車道　阿南四万十線
(須崎新荘～窪川)

高知県 21.8 945 10,300 1.3

四国地方整備局
高知東部自動車道
一般国道５５号　南国安芸道路

高知県 12.5 410 14,900 2.4

四国地方整備局
高知東部自動車道
一般国道５５号　高知南国道路

高知県 15.0 1,300 17,600 0.9 ※

九州地方整備局
福岡県道路公社

一般国道４９７号　西九州自動車道
今宿道路

福岡県 23.3 3,038 18,700～29,200 3.6

九州地方整備局
一般国道４９７号　西九州自動車道
唐津道路

福岡県
佐賀県

10.4 740 27,400～28,900 1.2

九州地方整備局
一般国道４９７号　西九州自動車道
唐津伊万里道路

佐賀県 18.1 878 21,500～24,700 1.4

九州地方整備局
一般国道４９７号　西九州自動車道
伊万里道路

佐賀県 6.6 249 20,000～22,000 2.0

九州地方整備局
一般国道４９７号　西九州自動車道
伊万里松浦道路

佐賀県
長崎県

17.2 677 8,800～13,500 1.1

九州地方整備局
一般国道４９７号　西九州自動車道
佐々佐世保道路

長崎県 9.0 541 25,300～32,800 1.9

九州地方整備局
西日本高速道路㈱

一般国道４９７号　西九州自動車道
佐世保道路

長崎県 8.3 1,629 16,800～23,000 1.6

九州地方整備局
九州横断自動車道　延岡線
(嘉島ＪCＴ～矢部)

熊本県 23.0 623 4,300～13,800 1.5

九州地方整備局
一般国道３号　南九州西回り自動車道
日奈久芦北道路

熊本県 16.8 1,190 27,600～29,600 1.5

九州地方整備局
一般国道３号　南九州西回り自動車道
芦北出水道路

熊本県
鹿児島県

29.6 1,429 21,900～23,400 2.0

九州地方整備局
東九州自動車道
(佐伯～蒲江)

大分県 20.4 763 7,900 1.2

九州地方整備局
東九州自動車道
(蒲江～北川)

大分県
宮崎県

26.2 938 4,700～9,600 1.0

九州地方整備局
東九州自動車道
(清武ＪCＴ～北郷)

宮崎県 19.0 736 17,800 1.5

九州地方整備局
東九州自動車道
(北郷～日南)

宮崎県 9.0 200 16,800 1.8

九州地方整備局
東九州自動車道
(志布志～末吉財部)

鹿児島県 48.0 1,379 8,000～18,300 1.4

九州地方整備局
一般国道３号　南九州西回り自動車道
出水阿久根道路

鹿児島県 14.9 555 22,400～27,800 1.8

九州地方整備局
一般国道３号　南九州西回り自動車道
川内隈之城道路

鹿児島県 10.2 334 18,500～22,600 3.1

東日本高速道路㈱ 北海道縦貫自動車道 （大沼 ～ 国縫） 北海道 67.2 1,362 4,300～6,400 1.9

東日本高速道路㈱
北海道横断自動車道　根室線（余市 ～ 小樽Ｊ
ＣＴ）

北海道 23.4 1,062 9,000～9,900 1.8

東日本高速道路㈱
北海道横断自動車道　根室線（夕張 ～ 十勝
清水）

北海道 81.6 2,438 4,400～4,600 1.4

東日本高速道路㈱ 日本海沿岸東北自動車道　（中条 ～ 荒川） 新潟県 9.8 303 5,600 1.7

東日本高速道路㈱ 東北中央自動車道　（南陽高畠～ 山形上山 ） 山形県 24.4 1,080 8,100～11,200 2.4

東日本高速道路㈱ 常磐自動車道　（常磐富岡 ～ 新地） 福島県 55.5 1,480 5,400～8,100 1.4

東日本高速道路㈱ 常磐自動車道　（新地 ～ 山元）
福島県
宮城県

14.8 467 6,300 1.9
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東日本高速道路㈱ 常磐自動車道　（山元 ～ 亘理） 宮城県 11.5 321 8,700 3.0

東日本高速道路㈱
東関東自動車道　水戸線　（三郷 ～ 高谷ＪＣ
Ｔ）

埼玉県
千葉県
東京都

20.1 10,095 33,800～48,000 1.0

東日本高速道路㈱
東関東自動車道　水戸線　（鉾田 ～ 茨城ＪＣ
Ｔ）

茨城県 18.2 517 17,200～17,900 3.1

東日本高速道路㈱ 北関東自動車道　（伊勢崎 ～ 岩舟ＪＣＴ）
群馬県
栃木県

39.9 2,247 19,100～30,100 4.8

中日本高速道路㈱ 第二東海自動車道　（海老名南ＪＣＴ ～ 秦野） 神奈川県 21.0 7,260 44,100～56,500 1.8

中日本高速道路㈱ 第二東海自動車道　（秦野 ～ 御殿場ＪＣＴ）
神奈川県
静岡県

32.3 5,056 53,400～55,000 2.7

中日本高速道路㈱
第二東海自動車道　（御殿場ＪＣＴ ～ 長泉沼
津）

静岡県 13.2 2,503 42,100 4.3

中日本高速道路㈱ 第二東海自動車道　（長泉沼津 ～ 吉原ＪＣＴ） 静岡県 44.1 8,714 36,500～48,900 2.4

中日本高速道路㈱ 第二東海自動車道　（吉原ＪＣＴ ～ 引佐ＪＣＴ） 静岡県 87.4 15,547 40,500～44,400 2.3

中日本高速道路㈱ 第二東海自動車道　（ 引佐ＪＣＴ ～ 豊田東）
静岡県
愛知県

58.3 6,458 39,600～46,100 2.1

中日本高速道路㈱ 中部横断自動車道　（吉原ＪＣＴ ～ 富沢）
静岡県
山梨県

21.0 1,555 7,100 1.2

中日本高速道路㈱ 中部横断自動車道　（六郷 ～ 増穂） 山梨県 9.3 664 7,100 1.4

中日本高速道路㈱
近畿自動車道　紀勢線（紀伊長島 ～ 紀勢大
内山）

三重県 10.3 585 6,100 1.6

中日本高速道路㈱
近畿自動車道　名古屋神戸線　（四日市ＪＣＴ
～ 菰野）

三重県 12.6 1,461 40,000～51,700 4.1

中日本高速道路㈱
近畿自動車道　名古屋神戸線　（菰野 ～ 亀
山ＪＣＴ）

三重県 15.2 1,798 41,600 3.9

西日本高速道路㈱
近畿自動車道　名古屋神戸線　（大津ＪＣＴ ～
城陽）

滋賀県
京都府

25.1 3,273 45,200～49,200 2.3

西日本高速道路㈱
近畿自動車道　名古屋神戸線　（城陽 ～ 高
槻第一ＪＣＴ ）

京都府
大阪府

14.2 5,155 29,600～46,500 2.0

西日本高速道路㈱
近畿自動車道　名古屋神戸線　（高槻第一ＪＣ
Ｔ ～ 神戸ＪＣＴ）

大阪府
兵庫県

40.5 7,206 34,900～42,200 1.1

中日本高速道路㈱
近畿自動車道　名古屋亀山線　（名古屋南 ～
高針ＪＣＴ）

愛知県 12.7 2,743 23,000～33,200 1.8

中日本高速道路㈱
西日本高速道路㈱

近畿自動車道　敦賀線　（小浜西 ～ 敦賀ＪＣ
Ｔ）

福井県 50.5 2,773 3,700～7,800 1.5

西日本高速道路㈱
中国横断自動車道　姫路鳥取線　（播磨新宮
～ 山崎ＪＣＴ）

兵庫県 11.4 598 6,600 2.3

西日本高速道路㈱ 山陰自動車道（宍道ＪＣＴ ～ 出雲） 島根県 18.2 649 3,300～5,000 1.6

西日本高速道路㈱ 四国横断自動車道　（徳島東 ～ 徳島ＪＣＴ） 徳島県 4.3 599 7,800 1.1

西日本高速道路㈱
四国横断自動車道　（徳島 ～ 徳島ＪＣＴ ～ 鳴
門ＪＣＴ）

徳島県 10.9 1,071 4,500～5,300 1.4

西日本高速道路㈱
東九州自動車道　（北九州ＪＣＴ(小倉ＪＣＴ) ～
豊津）

福岡県 24.2 1,545 9,800～16,700 1.9

西日本高速道路㈱ 東九州自動車道　（椎田南 ～ 宇佐）
福岡県
大分県

28.3 1,030 7,000～9,900 1.5

西日本高速道路㈱ 東九州自動車道　（門川 ～ 西都） 宮崎県 58.9 1,914 5,300～9,600 2.1

※ 便益が費用を上回らないため、既に支払いが約束済みのもの等を
除き平成２１年度の事業執行を当面見合わせることとし、速やかに、
コスト縮減など事業内容の見直し等の検討を行い、再評価を実施。



高速自動車国道に並行する

一般国道の自動車専用道路

A’路線A路線B路線

高速自動車国道一般国道の自動車専用道路

高規格幹線道路等

（１）高規格幹線道路等の事業実施に向けた手続きの見直しのイメージ

国幹会議

国幹会議

基本計画決定
（大臣）

整備計画決定
（大臣）

（予定路線段階 ）

（基本計画段階 ）

都市計画決定
（環境影響評価）

≪ﾙｰﾄ・構造規格の具体化≫

≪事業化段階≫

新規事業化

社整審
（道路分科会）

都市計画決定
（環境影響評価）

基本計画決定
（道路局長）
大臣

整備計画決定
（道路局長）
大臣

新規事業化

社整審
（道路分科会）

都市計画決定
（環境影響評価）

※ 社会資本整備審議会（道路分科会）に諮るもののうち、高速自動車国道に関連する事項

については、適宜、国幹会議に報告

関係都道府県 意見聴取 関係都道府県意見聴取

社整審
（道路分科会）

構想段階ＰＩ 構想段階ＰＩ 構想段階ＰＩ

社整審
（道路分科会）

新規事業化

太字・斜字：新たに追加となる手続き

※

※

※

※

関係都道府県 意見聴取

参考７（１）

高規格幹線道路等の事業実施に向けた手続きの見直し



延長 事業費

(km) (億円)

□一般国道自動車専用道路 【４事業】

岩手 八戸
は ち の へ

・久慈
く じ

自動車道
久慈
く じ

北
き た

道路

【一般国道４５号】
7.4 2 182 1.6

宮城
三陸
さ ん り く

縦貫自動車

道

南三陸
み な み さ ん り く

道路

【一般国道４５号】
7.2 2 238 1.8

奈良 京奈和
け い な わ

自動車道
大和
や ま と

北
き た

道路

【一般国道２４号】
6.3 4 850 4.4

福井
中部
ち ゅ う ぶ

縦貫自動車

道

大野
お お の

油坂
あぶら さか

道路

(大野
お お の

東
ひがし

・和泉
い ず み

区間)

【一般国道１５８号】

14.0 2 523 3.4

□高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路【７事業】

青森 一般国道４５号 上北
かみきたてんまばやし

天間林道路 7.8 2/4 229 3.8

福島 一般国道１１５号 霊
りょうぜん

山道路 12.0 2 332 1.4

鳥取 一般国道９号 鳥取
と っ と り

西
に し

道路(Ⅲ期) 6.4 2/4 248 3.6

島根 一般国道９号 出雲
い ず も

・湖陵
こ り ょ う

道路 4.4 2/4 160 2.4

島根 一般国道９号 静間
し ず ま

・仁摩
に ま

道路 7.9 2/4 220 2.2

山口 一般国道４９１号 長門
な が と

・俵山
たわらやま

道路 5.5 2 244 1.5

宮崎 一般国道２１８号 高千穂
た か ち ほ

日之影
ひ の か げ

道路 5.7 2 202 1.8

□地域高規格道路【１事業】

山形
新潟
に い が た

山形
や ま が た

南部

連絡道路

梨郷
り ん ご う

道路

【一般国道１１３号】
7.2 2/4 188 2.6

Ｂ／Ｃ箇所名 車線数路線名
都道府
県名

（２）道路分科会（H21.3.9）の議を経て新規事業化された計画

参考７（２）
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